
教育課程の展開例を活用したタブレット活用のアイデア 

１ 活用した教育課程の展開例 →  学活－６８「２学期の目標づくり」  

 

２ 展開例を活用したタブレット活用のアイデア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ タブレット活用の有効性について 

①  アンケート機能を用いることで、学級目標の到達度を数値化することが容易である。

また、その通知をレーダーチャートやグラフなどで示すことで、月ごとの変化につい

て視覚化でき、どの点が伸びていて、どの点が改善すべきなのかを把握しやすい。 

②  ポジショニング機能を用いることによって、学級の現状について即時的につかむこ

とができる。また、数字では表されない、生徒一人一人の考え方も瞬時に見ることが

できる。 

③  ロイロノートのふせんを使うことで、学級の「良いところ」「改善すべきところ」

「改善案」を色分けして集約することができる。そうすることで、それぞれの意見の

数や内容の違いを把握しやすくなる。 

①  アンケート機能を

活用して、集計結果

をグラフで提示し、

４月と９月の変化を

つかむ。
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②  ポジショニング機

能を使って、生徒が

考える学級の状況を

把握する。 

③  ロイロノートふせ

んを使って、提出さ

せ、「良いところ」

「改善すべきとこ

ろ」。「改善案」など

を集約する。 


